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国と地方の協議の場令和6年度第3回

国と地方の協議の場（令和6年度第3回）の会合の様子（出典：首相官邸ホームページ）

令和7年度予算編成及び地方財政対策

令
和
６
年
度
第
3
回
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
12
月
17
日
、首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
、令

和
７
年
度
予
算
編
成
及
び
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
地
方
六
団
体
代
表
と
石
破
茂
首
相
は

じ
め
関
係
閣
僚
が
協
議
し
た
。
本
会
か
ら
は
、
坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会
議
長
）
が
出
席

し
た
。
坊
会
長
は
会
議
の
席
上
、
▽
地
方
創
生
の
推
進
▽
活
力
あ
る
地
方
議
会
の
創
出
▽

地
方
税
財
政
の
充
実
強
化
―
の
３
点
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

▽
地
方
創
生
の
推
進

「
原
点
に
立
ち
返
り
地
方

を
守
り
抜
く
」
と
い
う
首
相

の
言
葉
を
実
現
す
る
た
め
、

「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活

環
境
創
生
」
に
関
す
る
予
算

等
の
財
源
措
置
の
充
実
と
と

も
に
、
国
と
地
方
が
一
緒
に

な
っ
て
東
京
圏
一
極
集
中
を

変
え
て
い
け
る
よ
う
、
具
体

的
か
つ
実
効
性
あ
る
取
組
と

す
る
こ
と
。

▽
活
力
あ
る
地
方
議
会
の
創

出
地
方
議
会
が
地
方
創
生
の

担
い
手
と
な
る
た
め
に
は
多

様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参

画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
会
に
対
す
る
住
民
の

理
解
と
関
心
を
深
め
る
主
権

者
教
育
を
一
層
推
進
す
る
と

と
も
に
、
就
業
者
の
９
割
を

占
め
る
会
社
員
等
か
ら
転
身

す
る
場
合
に
も
老
後
等
へ
の

不
安
が
な
い
よ
う
、
厚
生
年

金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加

入
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
。

▽
地
方
税
財
政
の
充
実
強
化

地
方
自
治
体
が
厳
し
い
財

政
状
況
下
で
喫
緊
か
つ
重
要

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

地
方
財
政
の
歳
出
の
伸
び
を

し
っ
か
り
と
確
保
し
た
上

で
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
総
額
を
着
実

に
増
額
す
る
こ
と
。

地
方
創
生
に
関
す
る
交
付

金
の
倍
増
に
つ
い
て
は
、
一

朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は

な
く
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
長

期
的・安
定
的
に
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い

て
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
の
期
限
延
長
を
、
デ
ジ

タ
ル
化
で
は
令
和
７
年
度
ま

で
に
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
等
が
安
全
・
確
実
に

実
現
で
き
る
よ
う
地
方
自
治

体
の
体
制
や
進
捗
状
況
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
経
費
の
支
援

を
行
う
こ
と
。

会
長
発
言
要
旨

一般財源総額確保 主 権 者 教 育 推 進 石破首相らへ要望

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
石
破
首

相
は
「
１
０
３
万
円
の
壁
」

に
つ
い
て
触
れ
、「
皆
様
の
ご

心
配
は
十
分
に
理
解
で
き
る

と
こ
ろ
。
丁
寧
に
お
応
え
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て

村
井
嘉
浩
全
国
知
事
会
会
長

は
「
１
０
３
万
円
の
壁
」
の

引
上
げ
及
び
暫
定
税
率
廃
止

を
含
む
自
動
車
関
係
諸
税
全

体
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
恒

久
減
税
な
ら
ば
恒
久
財
源
に

補
填
す
る
な
ど
地
方
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
た
さ

な
い
よ
う
地
方
財
政
へ
の
影

響
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求
め

た
。

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
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第
10
回
防
災
推
進
国
民
会

議
が
12
月
19
日
、
首
相
官
邸

で
開
か
れ
、
本
会
か
ら
は
坊

恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会
議

長
）
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
石
破
内
閣
総
理
大
臣
は
、

今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震

等
各
地
で
相
次
い
だ
災
害
に

つ
い
て
触
れ
、「
我
が
国
を

世
界
一
の
防
災
大
国
に
し
た

い
。
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に

向
け
て
防
災
意
識
、
防
災
技

術
を
広
め
る
国
に
な
り
た
い
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の

い
ろ
い
ろ
な
構
造
を
変
え
て

い
く
と
と
も
に
、
世
界
に
向

け
て
安
心
・
安
全
を
広
め
る

よ
う
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
石
破
政
権
の
目
玉
政

策
で
あ
る
防
災
庁
の
設
置
に

つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い
く

と
述
べ
た
。

会
合
で
は
、
防
災
推
進
国

民
会
議
の
こ
れ
ま
で
の
活
動

や
今
後
の
活
動
方
針
を
協
議

今
後
の
活
動
方
針
を
協
議

し
た
ほ
か
、
構
成
団
体
等
の

取
組
（
①
日
本
青
年
会
議
所

② 

日
本
薬
剤
師
会
）
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

第
10
回
防
災
推
進
国
民
会
議

インバウンドとの新しい向き合いかた
特　集

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価831円（年間購読料 9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2024

12

巻頭言　
観光立国への2つの課題
星野リゾート代表	 星 野 佳 路

■ 特集
▶ 観光に消費されないまちをつくろう　
 地域協働によるオーバーツーリズム対応の

可能性
日本総合研究所主任研究員
 高 坂 晶 子

▶ オーバーツーリズムを機に
　「保全」優先の観光戦略を
九州大学アジア・オセアニア研究教育機構
准教授
 田 中 俊 徳 

▶ インバウンドによる地域活性化の
可能性とその課題
早稲田大学商学学術院大学院経営管理研
究科教授、ビジネススクール研究科長
 池 上 重 輔

■ 現地報告
▶ 岐阜県白川村／外国人観光客に呼び

かける「責任ある観光(レスポンシブ
ル・ツーリズム)」
岐阜県白川村観光振興課課長補佐
	 小	瀬	智	之

▶ 岩手県盛岡市／世界が認めた観光ス
ポット「MORIOKA」　ニューヨー
ク・タイムズ効果でインバウンドは過去最
高に
岩手県盛岡市観光課長	 藤	谷	　	徹

▶ 広島県廿日市市／「宮島訪問税」の新
設導入までの経緯
広島県廿日市市議会議長
	 新	田	茂	美

▶ 沖縄県竹富町／島の未来を次世代へ
引き継ぐために　竹富町訪問税(仮称)導
入に向けて
沖縄県竹富町議会事務局長
	 山	城　		元

TEL 03-3264-2520　FAX 03-3264-2867
株式会社　中央文化社 https://chuobunkasha.com/お問合せ

【防災推進国民会議】国民の防災に関する意
識向上に関し、広く各界各層との情報及び意
見の交換並びに、その他の必要な連携を図り、
中央防災会議と協力しつつ、国民の防災に関
する意識向上を図るため開催している。
経済界・労働組合、地方六団体、教育界、

学術界、メディア、医療関係、福祉関係、消
防関係、障害者団体、女性団体等により構成
されている（ 	内閣府）。

第10回防災推進国民会議（出典：首相官邸HP）

中曽根自民党青年局長（右から2人目）に要望

西田公明党幹事長（右から3人目）、岡本同党政務調査会長（右か
ら2人目）、中川同党総務部会長（右から1人目）に要望

自民党・公明党へ 厚生年金への地方議員加入を要望 
三議長会会長三議長会会長

本
会
の
坊
恭

寿
会
長
（
神
戸

市
）、
全
国
都

道
府
県
議
会
議

長
会
の
山
本
徹

会
長
（
富
山

県
）、
全
国
町

村
議
会
議
長
会

の
渡
部
孝
樹
会

長
（
北
海
道
厚

真
町
）
は
12
月

18
日
、
与
党
の

要
職
に
対
し
、

三
議
長
会
で
決

定
し
た
「
厚
生
年
金
へ
の
地

方
議
会
議
員
の
加
入
を
求
め

る
決
議
」
を
踏
ま
え
て
要
望

し
た
。

冒
頭
、山
本
会
長
は
、厚
生

年
金
制
度
の
適
用
対
象
拡
大

等
を
内
容
と
す
る
厚
生
年
金

保
険
法
改
正
案
が
来
年
の
通

常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
旨
の

報
道
に
触
れ
、議
員
を
目
指
す

若
者
が
今
後
立
候
補
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、厚
生

年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
の
早
期
実
現
を
求
め
た
。

【
面
談
者
】 

▽
西
田
実
仁
公

明
党
幹
事
長
▽
岡
本
三
成
同

党
政
務
調
査
会
長
▽
中
川
康

洋
同
党
総
務
部
会
長
▽
中
曽

根
康
隆
自
由
民
主
党
青
年
局

長
坊
会
長
は
、
全
国
市
議
会

議
長
会
の
こ
れ
ま
で
の
要
望

活
動
及
び
厚
生
年
金
へ
の
加

入
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
説
明
。
市
区
議
会
の
７
割

が
可
決
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
取
り
組
む
と
し
た
。

•
•
 •

 •
 •

 •
•

https://chuobunkasha.com/
https://www.bousai.go.jp/kaigirep/suishin/
https://www.bousai.go.jp/kaigirep/suishin/pdf/gaiyou.pdf
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令和7年度
税制改正大綱自

民
、
公
明
両
党
は
12
月

20
日
、
令
和
7
年
度
税
制
改

正
大
綱
（
以
下
「
税
制
改
正

大
綱
」）
を
決
定
し
た
。
令
和

7
年
度
税
制
改
正
で
地
方
側

と
し
て
大
き
な
焦
点
と
な
っ

て
い
た
個
人
所
得
課
税
の

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
見
直
し

を
巡
り
、
本
会
を
は
じ
め
と

す
る
地
方
六
団
体
で
は
、
自

治
体
財
政
に
影
響
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
に

係
る
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
給
与
所
得
控
除
の
最
低

保
障
額
の
10
万
円
引
上
げ
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
影
響

は
限
定
的
で
、
個
人
住
民
税

が
「
地
域
社
会
の
会
費
」
的

な
性
格
で
あ
る
こ
と
や
地
方

税
財
源
へ
の
影
響
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
配
慮
さ
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、 

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
引
上

げ
に
伴
う
個
人
住
民
税
の
対

応
は
、
令
和
７
年
分
の
所
得

に
係
る
令
和
８
年
度
分
の
個

人
住
民
税
か
ら
適
用
す
る
と

さ
れ
て
い
る
（
左
上
掲
）
。

村
上
誠
一
郎
総
務
大
臣
は

12
月
24
日
の
記
者
会
見
で

「
地
方
税
収
に
与
え
る
影
響

は
限
定
的
な
も
の
に
留
ま

る
」
と
の
考
え
を
示
し
「
引

上
げ
措
置
に
伴
う
個
人
住
民

税
の
減
収
額
は
今
後
の
精
査

は
必
要
だ
が
、
粗
い
計
算
と

し
て
約
５
０
０
～
１
０
０
０

億
円
程
度
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
ほ
か
本
会
が
求
め
て

き
た
地
方
に
係
る
税
制
措
置

に
つ
い
て
、
主
要
な
事
項
は

次
の
通
り
。

収
入
金
額
課
税

自
民
党
総
務
部
会
関
係
・

消
防
議
員
連
盟
合
同
会
議
が

12
月
23
日
に
自
民
党
本
部
で

開
催
さ
れ
、
小
島
正
泰
副
会

長
（
熊
谷
市
）、萩
原
太
郎
本

会
基
地
協
議
会
会
長
職
務
代

理
（
福
島
市
）
が
出
席
し
た
。

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て

吉
田
隆
行
全
国
町
村
会
会
長

（
広
島
県
坂
町
長
）は
、物
価

高
対
策
や
社
会
保
障
関
係
費

の
増
加
に
加
え
、人
口
減
少

対
策
、地
方
創
生
の
推
進
、こ

ど
も・
子
育
て
政
策
の
強
化
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
対

応
な
ど
重
要
課
題
へ
取
り
組

む
必
要
性
を
強
調
し
た
上
で
、

地
方
交
付
税
を
含
む
一
般
財

源
総
額
の
増
額
確
保
・
充
実

小島副会長
（熊谷市）

萩原基地協会長 
職務代理（福島市）

と
臨
時
財
政
対
策
債
の
縮
減

も
求
め
た
。ま
た
、地
方
創
生

の
取
組
の
着
実
な
推
進
や
こ

ど
も
・
子
育
て
政
策
へ
の
十

分
な
措
置
の
ほ
か
、所
得
税

の
基
礎
控
除
等
の
引
上
げ
に

よ
り
地
方
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ
う

適
切
な
対
応
を
求
め
た
。

ま
た
、
基
地
関
係
団
体
を

代
表
し
て
上
地
克
明
全
国
基

地
協
議
会
副
会
長
（
横
須
賀

市
長
）
か
ら
基
地
交
付
金
及

び
調
整
交
付
金
の
両
交
付
金

に
つ
い
て
要
求
額
の
満
額
確

保
を
求
め
た
。

一
般
財
源
総
額  

確
保・充
実
求
め
る

自
民
党

自
民
党

合
同
会
議

合
同
会
議

総
務
部
会
関
係

総
務
部
会
関
係

消
防
議
員
連
盟

消
防
議
員
連
盟

本
会
は
、
法
人
事
業
税
に

お
け
る
電
気
・
ガ
ス
供
給
業

に
係
る
収
入
金
額
課
税
に
つ

い
て
、
現
行
制
度
を
堅
持
す

る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。

税
制
改
正
大
綱
に
よ
る
と
、

い
ず
れ
も
現
行
制
度
が
維
持

さ
れ
、
個
々
の
地
方
公
共
団

体
の
税
収
に
与
え
る
影
響
等

を
考
慮
の
上
、
事
業
環
境
や

競
争
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え

て
、
課
税
の
あ
り
方
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

（
地
方
創
生
応
援
税
制
）
と

は
、
国
が
認
定
し
た
地
域
再

生
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た

地
方
公
共
団
体
の
事
業
に
対

し
て
企
業
が
寄
付
を
行
っ
た

場
合
、
法
人
住
民
税
・
事
業

税
・
法
人
税
を
軽
減
す
る
特

例
措
置
。

本
会
は
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
、
地
方
創

生
の
更
な
る
充
実
強
化
の
た

め
、
税
額
控
除
の
特
例
措
置

の
延
長
を
求
め
て
き
た
。

税
制
改
正
大
綱
に
よ
る
と
、

適
用
期
限
が
３
年
延
長
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
は
、
自
動
車
関
係
諸

税
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
電

動
車
の
比
重
が
大
き
く
な
る

中
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更

新・老
朽
化
対
策
や
防
災・減

災
事
業
な
ど
地
方
の
財
政
需

要
に
対
応
し
た
税
源
を
安
定

的
確
保
可
能
に
す
る
こ
と
を

求
め
て
き
た
。

税
制
改
正
大
綱
に
よ
る

と
、
日
本
の
自
動
車
戦
略
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
長
期
展

望
等
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
目
標
の
実

現
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
上
で
、
公
平
・
中
立
・

簡
素
な
課
税
の
あ
り
方
に
つ

い
て
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
、

車
体
課
税
・
燃
料
課
税
を
含

め
総
合
的
に
検
討
し
、
見
直

し
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

自
動
車
関
係
諸
税

「
１
０
３
万
円
の
壁
」見
直
し

地
方
税
収
へ
の
影
響
は
限
定
的

個人住民税について、「地域社会の会費」的な性格を
踏まえ、所得税の諸控除の見直しのほか、地方税財源
への影響や税務手続の簡素化の観点等を総合的に勘
案し、次の措置を講ずる。

資料：総務省「令和7年度地方税制改正（案）について」より

 「103万円の壁」引上げに伴う個人住民税の対応

○給与所得控除の最低保障額引上げ	 （55	→	65万円）
○大学生年代の子等に関する特別控除の創設（最高45万円）
○扶養親族等に係る所得要件の引上げ	（48	→	58万円）
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し
、
地
元
紙
で
「
鳥
取
で
初

の
こ
ど
も
食
堂
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
た
こ
と
で
機
運
が
高

ま
り
、
市
民
か
ら
の
食
料
の

寄
付
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
各
地
域
食
堂
や
生
活
困

窮
者
の
支
援
に
活
用
す
る
動

き
が
活
発
化
し
て
き
た
。

平
成
29
年
に
は
「
鳥
取
市

フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
事
業
実
施

要
綱
」
を
定
め
て
事
業
と
し

て
確
立
し
た
。
ま
た
、
こ
の

時
期
に
は
市
内
に
10
か
所
ほ

ど
の
こ
ど
も
食
堂
が
で
き
た

た
め
中
間
支
援
団
体
「
地
域

食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設

立
。
同
年
12
月
に
鳥
取
県
生

鳥
取
市
で
は
、

「
鳥
取
市
差
別

の
な
い
人
権
尊

重
の
社
会
づ
く

り
条
例
」
を
定

め
、
市
政
に
お

け
る
全
て
の
分

野
で
人
権
尊
重

の
視
点
に
立
っ

て
市
政
の
推
進

に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
鳥
取
市
の
人
権
施
策

の
基
本
的
な
考
え
方
や
方
向

性
を
示
す
「
鳥
取
市
人
権
施

策
基
本
方
針
」
を
平
成
19
年

に
策
定
し
、
そ
の
後
、
社
会

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等

に
応
じ
て
概
ね
5
年
ご
と
に

改
訂
し
て
い
る
。

近
年
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
展

に
伴
う
単
身
世
帯
や
単
身
高

齢
者
の
増
加
の
ほ
か
、
世
帯

構
造
の
変
化
や
地
域
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希

薄
化
、
地
域
活
動
の
担
い
手

不
足
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍

等
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
受谷口人権政策局長

け
、社
会
的
孤
立
、ひ
き
こ
も

り
、
生
活
困
窮
、
８
０
５
０

問
題
等
が
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
鳥
取
市

で
は
、
高
齢
化
に
伴
う
世
帯

数
の
減
少
や
こ
れ
ま
で
様
々

な
形
で
生
活
支
援
を
し
て
き

た
家
族
形
態
の
変
容
な
ど
、

人
権
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
４

月
▽
人
権
擁
護
の
推
進
▽
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
取
組

▽
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た

取
組
―
の
３
つ
の
基
本
的
施

策
を
柱
と
し
た
人
権
施
策
基

本
方
針
の
第
3
次
改
訂
を
行

っ
た
。

第
３
次
改
訂
で
は
、
新
た

に
「
地
域
共
生
社
会
に
向
け

た
取
組
」
を
加
え
「
社
会
的

孤
独・孤
立
の
解
消
」
を
基
本

鳥
取
市
に
お

け
る
地
域
食
堂

を
基
盤
に
し
た

孤
独
・
孤
立
対

策
は
、
平
成
25

年
に
鳥
取
県
社

会
福
祉
協
議
会

の
モ
デ
ル
事
業

「
学
習
支
援
」

の
場
で
、
家
庭

で
の
食
事
に
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
を

把
握
し
、
民
間
団
体
と
共
同

で
「
こ
ど
も
食
堂
」
を
始
め

た
こ
と
に
遡
る
。

平
成
27
年
に
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
が
ス
タ
ー
ト

社
会
的
な
孤
独
・
孤
立
問

題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

（
委
員
長
＝
藤
澤
進
一
江
戸

川
区
議
会
議
長
）」は
11
月
25

日
、
副
委
員
長
市
の
鳥
取
市

の
孤
独
・
孤
立
問
題
へ
の
取

組
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
同
市
総
務
部
人

権
政
策
局
の
谷
口
恭
子
局
長
、

川
口
寿
弘
中
央
人
権
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
所
長
―
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
話
を
聴
い
た
。

開
催
市
あ
い
さ
つ
で
西
村

紳
一
郎
副
委
員
長
（
鳥
取
市

議
会
議
長
）
は
来
訪
さ
れ
た

委
員
に
歓
迎
の
意
を
述
べ
る

と
と
も
に
「
高
齢
者
だ
け
で

な
く
若
者
や
現
役
世
代
に
も

単
身
世
帯
が
増
え
、
孤
独
・

孤
立
対
策
は
喫
緊
の
課
題
。

地
域
社
会
で
孤
独
・
孤
立
を

日本一の鳥取大砂丘を有する「鳥取市」
は、中国山地から日本海へ北流する千代
川流域にひらけた鳥取平野に、古く城下町
として生まれ、江戸時代は、鳥取藩池田家
32万石の城下町として栄えた。明治22年10
月1日に市制を施行し、以来、県都として、
また、山陰地方東部の中核都市として、政
治、経済、文化の中心となり発展してきた。
平成の市町村合併により、平成16年11月

1日、県東部の6町2村と合併、山陰地方で
初めて20万人都市となり、平成17年10月1日
には、特例市へ移行した。平成30年４月1
日の中核市移行と併せて「因幡・但馬麒麟
のまち連携中枢都市圏」を形成し、各自治
体等との連携による取組を行っている。
面積765.31㎢、人口179,４0４人（令和6

年11月末現在）

鳥取市の概要

藤澤委員長
（江戸川区議会議長）

西村副委員長
（鳥取市議会議長） 

深澤鳥取市長

生
ま
な
い
よ
う
に
支
え
合
う

体
制
づ
く
り
が
急
務
で
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
は
、

「
単
身
世
帯
も
増
え
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
て
き
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
心
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
孤
立

状
態
を
解
消
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

藤
澤
委
員
長
は
鳥
取
市
で

の
現
地
調
査
の
受
け
入
れ
に

感
謝
の
意
を
表
し
、「
鳥
取
市

の
具
体
的
な
事
例
を
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
こ

の
問
題
に
力
強
く
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

鳥取市鳥取市

地域共生社会に向けた取組地域共生社会に向けた取組
人権施策基本方針 第 ３ 次改訂

的
施
策
と
し
て
位
置
付
け
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

共
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い

な
が
ら
、
生
き
が
い
を
持
ち
、

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
地
域
共
生
社
会
づ
く

り
を
目
指
す
」
こ
と
を
掲
げ

て
い
る 

。

麒
麟
の
ま
ち
圏
域
に
お
け
る

麒
麟
の
ま
ち
圏
域
に
お
け
る

孤
独・孤
立
対
策
に
つ
い
て

孤
独・孤
立
対
策
に
つ
い
て

孤
独
・
孤
立
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

現地調査現地調査

麒麟のまち圏域で対策麒麟のまち圏域で対策
地域食堂事業を基盤に

0

鳥取県

広島県

島根県

岡山県

兵
庫
県鳥取市鳥取市

日本海日本海

https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1725409483077/simple/jinken.pdf
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活
協
同
組
合
か
ら
の
寄
付
に

関
す
る
「
食
品
提
供
協
定
」

を
締
結
し
た
。

鳥
取
市
で
は
平
成
30
年
4

月
か
ら
生
活
圏
を
同
じ
く
す

る
周
辺
４
町
（
岩
美
町
･

若
桜
町
･
智
頭
町
･
八
頭

町
）
及
び
隣
接
の
兵
庫
県
２

町
（
香
美
町
･
新
温
泉
町
）

の
自
治
体
で
「
因
幡
・
但
馬

麒
麟
の
ま
ち

に
お
け
る
「
地

域
食
堂
」
は
、

子
ど
も
を
中
心

に
地
域
の
様
々

な
人
が
集
う
居

場
所
、
多
様
な

人
や
社
会
資
源

が
つ
な
が
る
場

で
、
地
域
の
多

様
か
つ
多
世
代

の
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

困
難
を
抱
え
る
人
・
世
帯
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
地
域
の
誰
も

が
気
軽
に
行
け
る
「
だ
れ
で

も
食
堂
」
＝
「
地
域
食
堂
」

麒
麟
の
ま
ち
連
携
中
枢
都
市

圏
」
を
形
成
し
て
い
る
が
、

令
和
元
年
11
月
に
「
麒
麟
の

ま
ち
圏
域
」
で
地
域
食
堂
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
決
定

し
た
（
左
上
に
概
要
）。

令
和
4
年
2
月
に
は
、
麒

麟
の
ま
ち
圏
域
の
地
域
食
堂

等
に
食
品
・
食
材
の
安
定
的

な
提
供
を
確
保
す
る
た
め
、

民
間
の
助
成
金
等
も
活
用
し

て
ロ
ジ
・
ハ
ブ
拠
点
を
整
備

す
る
こ
と
を
確
認
。
令
和
5

年
11
月
、
地
域
食
堂
事
業
を

基
盤
に
孤
独
・
孤
立
対
策
を

圏
域
で
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
決
定
し
た
。

地
域
食
堂
等
へ
の
食
品
・

食
材
の
安
定
供
給
の
た
め
、

鳥
取
市
中
央
人
権
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
ロ
ジ
拠
点
と
し

て
、
比
較
的
容
易
に
職
員
が

地
域
食
堂
や
生
活
困
窮
者
へ

食
品
を
提
供
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
麒
麟
の
ま

ち
圏
域
4
箇
所
に
ハ
ブ
拠

点
を
設
置
し
、
生
鮮
品
や

川口中央人権福祉
センター 所長

冷
凍
品
を
保
管
で
き
る
業

務
用
の
冷
蔵
後
や
冷
凍
庫
、

米
の
保
冷
庫
を
配
備
し
た
。 

こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、
令

和
5
年
度
は
毎
月
約
3
㌧
の

食
品
・
食
材
が
出
荷
さ
れ
、

各
ハ
ブ
拠
点
を
通
じ
て
地
域

食
堂
や
母
子
支
援
施
設
、
更

生
支
援
施
設
な
ど
に
提
供
さ

れ
た
。

鳥
取
市
で
は
、
地
域
食
堂

が
地
域
の
中
で
「
つ
な
が
り

を
創
造
す
る
拠
点
」
と
し

て
、
小
学
校
区
で
の
充
足
率

を
現
在
の
70
％
か
ら
100
％
に

引
き
上
げ
る
と
の
目
標
を
掲

げ
、
新
た
な
拠
点
づ
く
り
へ

の
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

と
し
て
展
開
し
て
お
り
、
4

つ
の
要
件
（
図
１
）
を
持
つ

居
場
所
を
つ
く
る
と
の
共
通

認
識
の
下
、
鳥
取
市
で
は
特

に
③
子
ど
も
の
学
習
支
援
及

び
「
つ
ぶ
や
き
」
を
支
援
に

引
き
上
げ
る
こ
と
、
④
受
け

手
＝
利
用
者
、
支
え
手
＝
ス

タ
ッ
フ
と
の
一
方
向
の
閉
じ

た
取
組
と
せ
ず
、
地
域
の
多

様
な
人
々
が
関
わ
る
こ
と
―

を
最
も
重
視
し
て
い
る
。

「
誰
で
も
来
て
も
い
い
で

す
よ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る

居
場
所
だ
が
、
利
用
者
は
何

ら
か
の
悩
み
が
あ
り
、
少
し

辛
く
感
じ
て
い
る
人
が
集
ま

る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
食
事

を
し
な
が
ら
世
間
話
な
ど
の

日
常
会
話
の
中
に
困
難
が
あ

る
よ
う
な
つ
ぶ
や
き
が
あ
れ

ば
、
地
域
食
堂
の
ス
タ
ッ
フ

が
受
け
止
め
、
専
門
の
支
援

機
関
に
つ
な
ぐ
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

地
域
食
堂
を
地
域
共
生
社

会
実
現
の
重
要
な
社
会
資
源

と
捉
え
、「
誰
か
が
利
用
者
で

誰
か
が
ス
タ
ッ
フ
」と
の
一
方

的
な
関
係
性
で
は
な
く
、地
域

食
堂
に
来
た
ら
誰
も
が
役
割

や
出
番
を
持
て
る
場
に
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
29
年
に「
運
営
団
体
」

「
支
援
団
体
」「
行
政
」
の
連

携
の
下
、
設
立
さ
れ
た
官
民

連
携
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
地
域

食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク 

」
は
、
地
域

食
堂
を
継
続
的
・

安
定
的
に
運
営
す

る
た
め
三
者
が
一

体
と
な
り
相
互
的

に
支
え
合
う
地
域

共
生
社
会
を
目
指

し
て
い
る（
図
２
）。

ま
た
、
地
域
食

堂
の
み
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は

な
く
、
こ
れ
を
支

え
る
人
や
サ
ポ
ー
ト
す
る
行

政
も
一
緒
に
な
っ
た
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
、
こ

の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
が
一
つ
の
特
徴
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

①サードプレイスとして安心して過ご
せる「居場所」であること
②食育・食文化の観点をもって「『食』
を提供すること」
③子どもの学習支援を行うこと
　“ つぶやき ” を相談支援に引き上げること
④受け手＝利用者、支え手＝スタッフ

という一方向の閉じた取組としない
　地域の多様な人々が関わること

②
「食」の
提供

①
居場所

地域食堂
（子ども食堂）

④
多様な
人々との
関わり

③
学習支援
相談支援

（図１）

鳥取県鳥取県
兵庫県兵庫県

ロジ拠点
※地域食堂

箇所数 ハブ拠点

麒麟のまち圏域における
地域食堂の推進

鳥取市
40

新温泉町
0

香美町
  3

若桜町
1智頭町

2

八頭町
  3

岩美町
1

地域食堂４要件

多様・多世代の交流拠点多様・多世代の交流拠点
麒麟のまちの " 地域食堂 "

地域食堂ネットワーク
（官民連携による地域食堂への支援）

（図2）

設立趣旨 
地域食堂が継続的・安定的に運営を行う
ため、運営団体、支援団体、行政が連携
し、互いに支え合う仕組みを構築し、もって	
地域共生社会をめざす取組に資する
⃝	運営団体	························ 50食堂
⃝	支援団体	························ 63団体
⃝	行政	·································· 7市町【活動】

⃝寄付や提供食材等の共同管理、ボランティア等の人材確保の支援
⃝情報交換会の開催及び活動の情報発信
⃝衛生管理に関する情報や衛生用品の無償提供や講習会の開催
⃝感染防止・衛生管理ガイドラインの作成
⃝立上げに関する支援、他

市民

行政

団体

障がい者

子ども

ひとり親
世帯

高齢者 生活
困窮者

➡ ➡

➡

地域食堂
ネットワーク

居場所の
ネットワーク

支援の
ネットワーク

鳥取県東部と兵庫県北但西部は、古くから一体的な
生活圏を形成しており、地域に共通する歴史文化遺産
「麒麟獅子舞」にちなんで、この圏域を「麒麟のまち」
圏域と銘打ち、地域の活性化を図ってきた。伝統芸能
「麒麟獅子舞」は令和元年5月20日、日本遺産認定	 。

https://chiikisyokudounet-kirin.com/
https://www.kirinnomachi-japan-heritage.jp/jp/
https://www.kirinnomachi-japan-heritage.jp/jp/
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鳥
取
市
で
は

令
和
４
年
度
か

ら
、
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事

業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、孤
独・

孤
立
対
策
や
地

域
食
堂
の
取
組

を
関
連
さ
せ
て

実
施
し
て
い
る
。

孤
独
・
孤
立

対
策
で
は
、
生

活
が
困
窮
な
ど
の
困
り
事
や

悩
み
、ひ
き
こ
も
り
な
ど
社
会

的
に
孤
立
し
て
い
る
人
に
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
を
試
み
て
い
る

が
、行
政
の
み
で
把
握
す
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、隣
近
所
で

困
難
を
抱
え
る
人
に
気
づ
い

た
ら
、適
切
な
支
援
機
関
に
繋

ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
つ
な
が
り

サ
ポ
ー
タ
ー 

」
を
養
成
し

て
い
る
。
つ
な
が
り
サ
ポ
ー

タ
ー
は
、「
気
が
付
い
た
ら
つ

な
ぐ
の
み
」
の
役
割
で
、つ
な

い
だ
後
に
支
援
や
見
守
る
こ

と
は
課
し
て
い
な
い
。

深
刻
化
す
る「
孤
独・孤
立
」

問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は「
つ
な
が
る
」こ
と
が

支
援
の
第
一
歩
と
考
え
、生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
る
人
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
に
気
づ
け
る
人
材
を
養
成

し
、早
期
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
目
的
。
個
人
に
対
す
る

支
援
の
一
環
で
、「
人
を
孤
立

さ
せ
な
い
＝
独
り
ぼ
っ
ち
を

つ
く
ら
な
い
地
域
社
会
の
創

造
」
を
目
指
し
て
い
る
。

養
成
研
修
は
、
地
域
や
事

業
所
へ
の
出
前
研
修
、
市
民

参
加
の
研
修
、
専
門
職
等
の

気づいたら支援機関へ
つながりサポーター養成

困
難

つなぐ

令和 6 年度孤独・孤立対策推進事業
①孤独・孤立対策推進員設置事業…孤独・孤立対策
推進員を配置し、つながりサポーターの養成や孤独・
孤立対策官民連携プラットフォームの拡充等を図る。

②食品アクセス確保対策推進事業…コーディネーターを
配置し、食支援の現状・課題調査や課題解決に向け
た計画の策定・実行につなげ、食支援のための連携
体制（地域協議会）を構築する。

③フードサポート事業…食品ロス削減や地域食堂、生
活困窮者等への支援の観点から、食品を提供する企
業等の拡大や、フードドライブへの市民の協力を促す。

永岡副委員長（名張市）

最
後
に
永
岡
禎
副
委
員
長

（
名
張
市
議
会
議
長
）
が
「
つ

な
が
る
こ
と
が
孤
独
・
孤
立

対
策
の
基
本
と
改
め
て
認
識

し
た
。
今
後
、
各
市
区
で
の

施
策
の
検
討
、
本
委
員
会
で

取
り
ま
と
め
る
要
望
・
提
言

に
向
け
て
知
識
を
深
め
ら
れ

た
」
と
述
べ
、
関
係
各
位
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
。

孤独・孤立対策は、人と人がつながり、地域、企業、行政が
協働する地域づくりであり、地域共生社会の進展を図る取組で
はないか
孤独・孤立対策は、ネガティブのような感じがするが、取り

組んでいる内容としては、地域を豊かにする取組だと捉え直す
と、さらにいろいろな取組が広がっていくのではないか

孤独・孤立対策は、地域を豊かにする取組

巧みな制度設計に苦心するよりも、分かり合う努力をすることが大切
どの団体に集まってもらい、どういう設計図で実施するかと

いうことを行うよりは、まず関係者で一同に会して、お互いが
実施していることや強みを理解したりすることが大切ではな
いか。その上で、官民が信頼関係を築きながら取組を進めるこ
とが大事
モノとカネがあるとよいが、つながることで何とかなることも多い
いろいろな物事を進めるに当たって予算が潤沢につくこと

は考えにくい状況であり、そういった中で官民連携でさまざま
な知恵をもらいながら取り組んできたことで何とかなってき
たことも多いので、知恵を出し合うことも大事
必要なのは、線引きしない支え合いであり、分野・領域を越境すること
孤独・孤立対策の取組を実施しようとすると、どうしても福

祉分野などの領域に狭めて考えそうであるが、官民連携プラッ
トフォームの各構成団体は福祉領域だけではなく様々な企業や
団体にも参加してもらっており、そういった中から新たな知見
やリソースを提供してもらったこともあったので、領域を狭め
ずにいろいろなところに声掛けして取り組む体制をつくること
が大事

プラットフォームの構築にあたって

今
後
、
鳥
取
市
で
は
、
麒

麟
の
ま
ち
連
携
中
枢
都
市
圏

事
業
と
し
て
既
に
実
施
し
て

い
る
地
域
食
堂
事
業
を
基
盤

に
、
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
成
団
体
の
拡
充
や
「
つ
な

が
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
養
成
研

修
の
共
同
実
施
、
物
流
業
界

と
の
包
括
連
携
に
よ
る
フ
ー

ド
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
麒
麟
の

ま
ち
圏
域
で
連
携
し
て
取
り

組
み
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
の

「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」

施
行
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
取

り
組
み
の
強
化
を
図
る
た
め
、

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
事
業

を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
共
生

と
っ
と
り
」
に
委
託
し
、
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

研
修
な
ど
を
用
意
し
て
お

り
、
大
学
教
授
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
の
有
識
者
の
講
演

動
画
の
視
聴
に
よ
り
孤
独
・

孤
立
に
対
す
る
問
題
意
識
を

高
め
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

身
近
に
あ
る
具
体
的
な
孤

独
・
孤
立
の
ケ
ー
ス
を
も
と

に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る

流
れ
で
行
っ
て
い
る
。
研
修

修
了
者
に
は
修
了
証
と
バ
ッ

ジ
を
交
付
し
、
連
絡
先
及
び

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
を
行
い
、
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
地
域
で
の

活
動
に
入
っ
て
い
く
。

令
和
5
年
度
は
、
麒
麟
の

ま
ち
圏
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
研
修
を
含
め
11

回
実
施
し
、
登
録
者
数
は

２
５
３
名
に
上
っ
た
。
し
か

し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

に
対
す
る
認
知
度
が
低
か
っ

た
た
め
、
６
年
度
は
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
加

え
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
放
映
す

る
な
ど
広
報
面
の
強
化
を

図
り
、
10
月
末
時
点
で
登

録
者
数
は

５
０
０
名

を
突
破
し

た
。つ

な
が

り
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地
域
の
中

に
増
え
て
い
く
中
で
、
単
に

つ
な
ぐ
役
割
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
よ
う
な
人
が
増
え

る
こ
と
で
お
互
い
が
気
に
か

け
あ
う
よ
う
な
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1680054116841/html/common/642397fc006.html

